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事業者の自主的安全性向上活動の進め方

・安全性向上報告書
事業者が中心となって、安全性を高めるための仕組みを検討し
報告書にまとめて公表する

• 各事業者は、この報告書を遵守する。
• 報告書を元に、規制を含むステークホルダーと議論する
• 社会に向けて事業者の活動を発信する

・リスクの観点から活動の再評価
従来実施してきた活動をＲＩＤＭの観点から再評価を行い、改善する

まずは、簡単なことから
進めることが重要である
一から考える必要はない

例：日本版FLEXの一部

（自主的安全性向上・技術・人材ワーキンググループ（第20回） 2018/1/22 資料１より）



弱いサッカーチーム 強いサッカーチーム

優れたコーチ

サッカー理論
実戦経験

経営陣の意思決定
現場のメンテナンス・運転 ＲＩＤＭ より安全なプラントへの

理論的裏づけ

まず、過去の事例を精査し
RIDMの視点で再評価

過去の事例から、RIDMが役に立つことを
経営陣や現場が認識すること

RIDMは新しいことをやることではない
現状の活動に理論的裏づけを与えてアップグレードするもの

自立的に回る

現在の現場の活動を元に、改善を進めることが重要
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